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ニセアカシア種子の成熟と
種子形成失敗への位置効果について
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はじめに

普段の視点は、一つの個体・個体群・種につ
いている種子の平均的な特徴を見ている（個
体ごと、もしくは種ごとの違い）

この文献では、種子の莢の中の位置による
違いを見ている（一つ一つの種子の違い）

普段と異なる視点から、ニセアカシア種子に
ついて知ることができる



3

当研究の背景

位置効果（Position Effect）について

– 莢の中の胚珠の位置が問題

– 位置によって、種子の成熟度や大きさが異なる

二つの位置効果
– 場所の有利性（Spatial advantage）
– 時間の有利性（Temporal advantage）
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当研究の目的

ニセアカシア種子に、位置効果は存在するの
か？

位置効果には個体間差、個体群間差がある
か？

位置効果は種子サイズおよび実生サイズに
影響するか？
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材料と方法

三つの産地から種子を採取（SCC, LRCA, 
BOHP）
胚珠の成長段階を三つに分類

– ①何も成長していない

– ②ある程度成熟したが奇形や成長抑制あり

– ③種皮・胚珠ともに成熟

莢の中の種子位置を比較のため標準化
– P=17(f)/N

種子重量別に発芽率、実生成長を比較
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結果１

位置効果は存在し、個体群間で異なった

未熟種子多い
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結果２

位置効果は存在し、個体群間で異なった
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結果３

位置効果は種子サイズにも影響した
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結果４

種子サイズは実生サイズに影響した
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まとめ

位置効果（時間の有利性）が確認された

位置効果は種子サイズに影響し、種子サイズ
は実生サイズに影響した

位置効果の生態的意義やその後の生存への
影響などは不明

種子異型性に関与しているのでは？？
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位置効果（Position Effect）
– 胚珠の莢の中の位置が問題（種子サイズや実生のサイ
ズに影響？）

二つの位置効果
– 場所の有利性（Spatial advantage）
– 時間の有利性（Temporal advantage）

個体間差、個体群間差について

種子サイズや実生サイズへの影響
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